
千歳御門は、富山城の唯一現存する建造物です。富山藩 10 代藩主前田利
とし

保
やす

が
隠居所として造営した千歳御

ご

殿
てん

（現、桜木町に所在）の正門で、嘉
か

永
えい

２（1849）年に
建築されました。千歳御殿の創建当初の建造物として高い評価を得ています。
総
そう

欅
けやき

造りの三
さん

間
げん

薬
やく

医
い

門
もん

で、屋根は切
　きりづまづくり

妻造本
ほんがわら

瓦葺、桁
けたゆき

行6ｍ、梁
はり

間
ま

1.9ｍになります。
同一建築様式の城門は「東大の赤門」として知られる旧加賀屋敷御

ご

守
しゅ

殿
でん

門
もん

（国
重要文化財・東京都文京区）など数少ないことから、富山県内はもとより全国的
に見ても貴重な江戸時代の城門です。
この門は、明治初期に富山市内の個人宅に移されていましたが、その後所有者
から富山市に寄附され、平成 18 年から 20 年にかけて城址公園の東側に移築され
ました。平成 20 年 10 月 29 日に富山市指定文化財に指定されています。

平成 21 年度　富山市教育委員会 生涯学習課 文化財年報

富山市の文化財
第 1 号

千
ち

 歳
とせ

 御
ご

 門
もん

（埋
うずみもん

門）

富山市教育委員会
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創刊にあたって

現在、富山市内には国・県・市の指定、登録文化財（244 件）や指定以外の文化財が数
多く存在しています。これらは国民共有の財産として貴重なもので、富山市の歴史を語
る上で重要な資料となっています。これら文化財を後世に継承していくことは、現在の
私たちの責務といえます。
この冊子により、市民の皆さまをはじめ多くの方々に富山市の文化財行政（埋蔵文化
財は除く）の現状や現在残されている文化財を紹介していきたいと思っています。この
冊子を手にとっていただき、市内の文化財について関心が高まれば幸いです。

富山市教育委員会 生涯学習課
　　富山市内の指定文化財・登録有形文化財一覧表（平成22年 3月 31日現在）

平成 21 年度に行った主な事業

１　文化財を活かした街づくり推進事業
岩瀬地区に残っている廻船問屋の古文書や資
料、建造物調査を行いました。

２　文化財総合調査事業
この事業は市内のそれぞれの地域に残された
文化財の現状を把握し、総合的な視点から調
査・整理を行い、広く一般に公開することを目
的とする事業です。
21 年度は、古沢地区、豊田地区、太田地区、水橋西部地区、細入地区を対象として、
地元の協力を得ながら調査を行いました。杉谷の旧家、高波文書、豊田の獅子舞などの
報告がありました。また、現在公表されている資料の台帳を作成しました。

建造物調査風景

有 形 文 化 財

建 造 物 絵　　画 彫　　刻 工 芸 品 書跡・典籍・
古文書 考古資料 歴史資料

国 県 市 国 県 市 国 県 市 国 県 市 国 県 市 国 県 市 国 県 市

4 5 2 6 17 2 13 28 9 22 1 2 24 1 1 1

民 俗 文 化 財 記　　念　　物
指定文化財
合　計

登録有形
文 化 財 総合計有形民俗

文 化 財
無形民俗
文 化 財 史　　跡 天然記念物

国 県 市 国 県 市 国 県 市 特別 国 県 市 国 県 市
33 244

1 1 2 1 4 4 3 17 1 3 10 26 20 44 147
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３　文化財標識等の修繕・新設
国・県・市の指定文化財と埋蔵文化財の
案内板の修繕と新設を行いました。

（1）修繕した案内板　富
とみ

崎
さき

千
ち

里
さと

古墳群（史
跡王

おう

塚
づか

・千
せん

坊
ぼう

山
やま

遺跡群）、木造聖
しょう

観
かん

世
ぜ

音
おん

菩
ぼ

薩
さつ

立
りつ

像
ぞう

 （正
　しょう

源
げん

寺
じ

）、正源寺の鳴
なき

龍
りゅう

、金屋
南遺跡、杉谷四号墳、新庄城跡、西金屋
窯跡、西ノ森経塚、玉

ぎょくえいじ

永寺 （玉永寺文書）、
清
しょうずうえ

水上の大杉、天狗平の化石層
（2）新設した案内板　安田城跡

４　旧水橋郷土史料館の収蔵資料展示など
富山市立図書館水橋分館内の水橋郷土資料展示コーナーで、企画展（年２回）などを行
いました。

（1）企画展（企画：水橋西部公民館）
ア．「水橋の商い」
　平成 21 年 5 月 26 日～ 12 月 6 日
　帳
ちょうば

場格
こう し

子など 184 点を展示。
イ．「暮らしを支える
　　－史料にみる水橋の農業・漁業－」
　平成21年 12月 8日～平成22年 5月末
　石金家舟

せん

旗
き

など 60点を展示。

（2）収蔵資料の貸し出し
ア．小

こ

寺
でら

菊子原稿「小春の日」全 42 枚　平成 21 年 9 月 24 日～ 12 月 18 日
　徳田秋

しゅう

聲
せい

記念館「生誕 130 年記念 小寺菊子展－秋聲と北陸の作家たちⅡ」
イ．箱

はこ

膳
ぜん

など 16 点　平成 21 年 11 月６日～ 9日
　老人保健施設レインボー「レインボー祭」
ウ．水橋写真パネル 3点　平成 21 年 11 月 30 日～平成 22 年 1 月 5 日
　北陸銀行水橋支店「北陸銀行水橋支店 70 周年記念ロビー展」

（3）旧水橋郷土史料館見学など
21.6.3  見学会（モンゴル医師団、水橋家庭薬協同組合主催）
21.7.9  見学会（水橋中学校・三成中学校、富山市北商工会薬業部会主催）
21.7.21  展示資料調査（徳田秋聲記念館学芸員）
21.7.28  職員研修（水橋中部小学校）
21.8.21  「先人の像」の浄像の儀（水橋家庭薬協同組合主催）
21.9.27  職員研修（水橋生活サポートセンターデイサービスかけはし）
21.10.15  見学会（水橋中部小学校）

安田城跡の案内板

暮らしを支える－史料にみる水橋の農業・漁業－
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５　国指定重要文化財建造物管理
（1）浮田家住宅
ア．入場者数　2,365 人（平成 22 年 2 月末現在）
イ．行事・イベントなど
21.6.7   　急須塚祭（煎茶道 松風流）
21.6.19 ～　「剱岳 点の記」出演者のサイン、
    　台本展示
21.10.3  　清掃奉仕（富山神通ライオンズクラブ・
    　太田長寿会）
21.10.10 　清掃奉仕（教職員OB会と山室中学校）　　      
21.11.3  　文化の日 無料公開
21.11.8  　清掃奉仕（ボーイスカウト）
    　お茶と踊りの会（弥藤会）
21.11.12 　天皇陛下在位二十年のため無料公開
22.1.21  　文化財防火デー 査察
22.1.24  　文化財防火デー 消防訓練

ウ．維持管理
・樹木の剪定、施肥、薬剤散布、雪囲いや除草
　などの庭園管理業務
・主屋の茅

かやぶき

葺屋根の補修、石
いし

置
おき

庇
ひさし

屋根の清掃、　建物の雪囲い

（2）旧森家住宅
ア．入場者数　40,745 人（平成 22 年 2 月末現在）
イ．行事・イベントなど
21.4.5   　大原總一郎・棟方志功・森家 ～總一郎が
    　愛した岩瀬晏山寮～ （森家を愛する会）
21.4.19  　ビオラ演奏 （鹿熊千恵子氏）
21.4.25  　長坂優氏講演会「アマゾンに夢を託して」
    　　　　　　　　　　 
21.6.1 ～ 5　  14 歳の挑戦 （和合中学校・2名）
21.6.23  　富山句会 （富山白露会）
21.7.6 ～ 10　14 歳の挑戦 （岩瀬中学校・3名）
21.7.30  　障子張替奉仕 （丸福クラブ）
21.8.2   　岩瀬みなと祭のため無料公開
21.8.29  　ビオラ演奏 （鹿熊千恵子氏他２名）
21.10.13 　駐車場除草 （富山北部退職教職員）
21.10.17 　ビオラ演奏 （鹿熊千恵子氏他２名）
21.10.31 　ビオラ演奏 （鹿熊千恵子氏他２名）
21.11.1  　第 26 回岩瀬文化祭〈抹茶サービス会場〉
21.11.3  　文化の日無料公開、筝で楽しむ源氏物語
21.11.8  　結婚式
21.11.12 　天皇陛下在位二十年のため無料公開
22.1.24  　文化財防火デー 消防訓練

「剱岳 点の記」出演者のサイン、台本展示

14歳の挑戦 岩瀬中学生（岩瀬中学校提供）

筝で楽しむ源氏物語（石田智子氏提供）

急須塚祭（宝島三宝氏提供）

 （生田流彩音会）

（富山アマゾン会）
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ウ．維持管理
・主屋の屋根の塗り替え

６　文化財保護支援事業
　文化財の保存と継承を目的として、次
の事業に支援を行いました。
（1）さんさい踊り開催事業
（2）中老田のモチノキ保存事業
（3）八尾曳山保存修理事業
（4）越中の稚児舞（熊野神社）保存事業
（5）獅子舞用具保存修理事業
（6）玄猿楼の薬師堂消防設備事業
（7）馬

ま

瀬
せ

口
ぐち

の大サルスベリ樹勢回復事業

７　浜黒崎の松並木の環境整備
県指定文化財である「浜黒崎の松並木」の周辺
の除草、薬剤散布、枯枝除去を実施しました。
また、特に腐朽が進行した松（№ 22）の枯枝伐
採を行いました。
雪害予防として、松に積った雪を落としました。

８　ニホンカモシカの保護
国の天然記念物であるニホンカモシカの保護を
行っています。平成 21 年度の滅失件数・出動件数は以下のとおりです。
（平成 21 年 4 月～平成 22 年 2 月末）

９　指定文化財の整備業務
　八尾地域の富山市指定文化財（史跡など）草刈・
雑木刈等の整備業務を行いました。
（1）城

　じょうのう

生城跡    平成 21 年 5 ～ 8 月
（2）井

い

田
だ

主
しゅ

馬
め

ヶ城跡  平成 21 年 9 ～ 10 月
（3）大

おお

道
ど

城跡    平成 21 年 7 月 13 日
（4）尾

おばたけ

畑城跡    平成 21 年 7 月 4 日
（5）小

こ

井
い

波
なみ

の水芭蕉  平成 21 年 9 ～ 10 月

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 計 
滅失件数 2 3 5 4 4 1 2 0 1 1 4 27
出動件数 5 6 15 7 7 1 4 0 3 1 5 54

尾畑城跡草刈風景

松（№22）伐採風景

八尾曳山保存修理事業・山車車輪修理風景
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10　天然記念物・史跡等保護事業（緊急雇用創出事業）
市内の文化財等の案内板の現状確認や周辺の環境整備（清掃、修繕、除草）を行い、案
内板の台帳作成を行いました。

11　第 56 回 文化財防火デー
1 月 26 日の文化財防火デーにあわせて、指定文化財を保有する施設にて消防訓練や
消防設備点検・防災指導などを行う査察が富山市消防局により実施されました。
消防訓練には、町内会や防火クラブ、消防団員など地域住民の方々も参加しました。

（1）消防訓練
　平成 22 年 1 月 23 日
　　帝

　たいりゅう

龍寺
じ

 （富山市舟倉）　　　　　　　28 名
　　東

とう

薬
やく

寺
じ

 （富山市牧野）　　　　　　　43 名
　本
ほん

覚
がく

寺
じ

 （富山市婦中町富崎）　　　　  37 名
平成 22 年 1 月 24 日
　浮田家住宅（富山市太田南町）　　　97 名
　旧森家住宅（富山市岩瀬大町）　　　62 名
平成 22 年 1 月 26 日
　旧水橋郷土史料館（富山市水橋舘町）　31 名
　本
ほん

法
ぽう

寺
じ

 （富山市八尾町宮ノ腰）　　　60 名

（2）査察
ア．富山地域　浮田家住宅や富山市民俗民芸村など 26 ケ所
                （平成 22 年 1 月 12 ～ 28 日）
イ．大沢野 ･細入地域　帝龍寺など 7ケ所    （平成 22 年 1 月 19 ～ 23 日）
ウ．大山地域　東薬寺など 4ケ所      （平成 22 年 1 月 14 ～ 22 日）
エ．八尾地域　聞

もん
名
みょうじ
寺など 2ケ所      （平成 22 年 1 月 25 ～ 26 日）

オ．婦中 ･山田地域　常
じょうらくじ
楽寺など 8ケ所    （平成 22 年 1 月 19 ～ 25 日）

旧森家住宅・一斉放水訓練

浮田家住宅・消火器による消火訓練 旧森家住宅・救助者の救出訓練
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富山市の文化財案内　市指定・建造物編

１　黒
くろ

田
だ

家
け

　長
なが

屋
や

門
もん

〔所在地〕富山市東大久保 535
〔指定日〕昭和 63 年 4 月 21 日
この門は、明治 24 年、黒田家４代
目当主の黒田銀次郎（元県会議員）が、
富山市千石町にあった富山藩の家老滝
川玄

げん

蓄
ば

邸の門を移築したものです。
木造平屋建で、屋根は切妻造の桟瓦
葺です。壁は白壁で、格

こう

子
し

窓
まど

は古い形
式の出

で

格
ごう

子
し

となり、腰部分は下
した

見
み

板
いた

張
ばり

です。入口の幅は 4.4 ｍで、入口の両
側には部屋があります。
建築年代は江戸時代後期ごろと推定
されています。

２　宝
ほう

寿
じゅ

院
いん

　山
さん

門
もん

〔所在地〕富山市文珠寺 1147
〔指定日〕昭和 57 年 5 月 4 日
宝寿院は、鎌倉時代・承

じょう

久
きゅう

２（1220）
年に良

りょう

舜
しゅん

が開山したと伝えられていま
す。
この山門は２階建てです。当初は平
屋建てでした。後に当初の屋根を撤去
し、新たに２階部分をつくり、縁

えん

と高
こう

欄
らん

をまわしたことが、平成 16 年の半
解体修理した時に確認されました。
門の軒

のき

下
した

と縁
えん

桁
げた

が蒸
せい ろ

篭組
ぐみ

になってい
ることが特徴です。
また、この門に関する棟札は「享

きょう

保
ほう

７（1722）年」と「天
てん

保
ぽう

４（1833）年」の
２枚があり、当初の門を改造したこと
がわかります。

構造：木造平屋建
屋根の形状：切

きり

妻
づま

造
づくり

、桟
さん

瓦
がわら

葺
　　　　　　（当初は、板葺か茅葺）
規模：桁

けた

行
ゆき

15.5 ｍ、梁
はり

間
ま

3.6 ｍ

形式など：三間一
いっ

戸
こ

楼
ろう

門
もん

屋根の形状：入
いり

母
も

屋
や

造
づくり

、杮
　こけらぶき

葺風ガルバリウ
  ム鋼

こう

板
ばん

葺
ぶき

規模：桁行4.5 ｍ（１階）、3.6 ｍ（２階）
　　　梁間2.7 ｍ（１階）、1.8 ｍ（２階）



－ 7－

３　山田村歴史民俗資料館
〔所在地〕富山市山田小谷中根 810
　　　　　（牛岳温泉スキー場）
〔指定日〕 昭和 55 年 5 月 30 日
この建物 （現、資料館）は、江戸時代
末期の建築とされ、富山市 （旧山田村）
谷に所在した旧谷内家です。昭和 50
年に板倉 （現、収蔵庫）とともに移築さ
れました。
建物の中央部にはヒロマ・ダイドコ
ロが配置され、上手にザシキや仏壇な
どがあります。下手はニワ（土間） になっ
ています。
板倉は、柱を立て、貫を密に入れて、
その間に横板を入れています。

４　玄
げん

猿
えん

楼
ろう

の薬
やく

師
し

堂
どう

〔所在地〕富山市山田湯 1017
〔指定日〕平成 3年 11 月 26 日
この建物は、高

こう

欄
らん

の擬
ぎ

宝
ぼ

珠
し

に「元
げん

治
じ

元（1864）年 10 月」と刻字があること
から、江戸時代末期の建築とされてい
ます。総欅造で、柱上部には組

くみ

物
もの

があ
り、軒

のき

は二
ふた

軒
のき

になっています。
身
も

舎
や

の三方には切
きり

目
め

縁
えん

がめぐり、高
欄がつきます。所々に龍や虎などの彫
刻が施されています。

注）建造物の解説については、上野幸夫氏（職藝学院教授）にご御示を得ました。

<主な参考文献>
大山町 1999『ふるさと再発見Ⅲ』、富山県教育委員会 1981『富山県の近世社寺建築』、富山市郷土
博物館 2007『特別展 再現 千歳御殿』、山田総合行政センター 2006『山田村史 現代編』、山田村役
場 1984『山田村史 上巻』

資料館　構造：木造２階建、片側面庇
ひさし

付
　　　　屋根の形状：切妻造（当初は茅葺）
　　　　規模：桁行 18.3 ｍ、梁間 9.0 ｍ
収蔵庫　構造：木造２階建、正面庇付
　　　　屋根の形状：切妻造（当初は石置板葺）
　　　　規模：桁行 6.0 ｍ、梁間 4.2 ｍ

屋根の形状：入母屋造、向
こう

拝
はい

軒唐
から

破
は

風
ふ

、
　　　　　　銅板葺（当初は柿葺か）
規模：桁行 3.0 ｍ、梁間 2.6 ｍ（身舎）
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